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1 はじめに
現在，音声認識の発達や会話システムの進化によ

り，ユーザと自然な会話を行える会話ロボットが多
数開発されている．会話ロボットは自身が持つ会話
のパターン（シナリオ）に基づいて会話を行うため，
天気予報のような変化し続ける情報を会話に組み込
むことが出来ない．ネットワークから情報を入手す
るための特殊プロトコルを規定する研究が進んでい
るが，プロトコルに対応していない情報を得る事が
難しいといった欠点がある．

本研究では会話ロボットと知識メディア技術を用
いて，Web上に存在する莫大な量の情報を利用した
会話ロボットを実現するためのフレームワークを提
案する．Web上の情報を利用することでプロトコル
に関係なく多種に渡る情報の利用が可能となる．本
フレームワークでは会話シナリオの操作機能を知識
メディア部品として表現する．ユーザはそれらの部
品を直接操作で組み合わせることで機能を実現する．

本論文ではフレームワークの提案を行うと共にそ
の適用事例として，ユーザが地名を言うとロボットが
明日の天気を発話するという機能を，天気予報Web
ページの情報を利用して実現した例を報告する．

2 知識メディア
知識メディアとは北海道大学の田中が提唱する概

念である [1]．知識メディアでは計算機上のあらゆる
知的資源を知識メディア部品として扱う．それを実
現するための基盤技術として IntelligentPadがある．
IntelligentPadは知的資源をパッド (Pad)とよばれ
る可視化された部品として外在化し，その状態デー
タをスロット (slot)という内部オブジェクトに保持
する．そして２枚以上のパッドを重ね合わせること
で，パッド間でスロットが結合し機能連携を行う．こ
のようにユーザは簡単な操作で新しい知的資源を作
成することが可能となる．
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3 C3W
本研究ではWeb上の機能をパッド化するための技
術としてC3W[2]を用いた．C3Wとはユーザの直接
操作によって，アドホックなWebアプリケーション
の再編集や連携を実現する技術である．
ユーザはWebページの一部を専用ブラウザから
のドラッグ＆ドロップにてセルとして切り取ること
が可能となる．切り取られたセルは入出力関係を保
持したまま C3Sheetとしてパッド化される．また，
C3Sheet に数式を用いることで複数のWeb アプリ
ケーション間のデータ連携を定義することが出来る．
図 1では実際に天気予報Webページから地域の
天気を検索する機能をパッド化した例を示している．
Aのセルに地名を入力すると，BのセルにAの入力
に対応した明日の天気予報情報が表示される．

図 1: C3WによるWebページの切り取り

4 Web情報利用フレームワーク
本フレームワークは．会話ロボット ifbot[3]に操
作用のパッドを実装し ifbotが持つ会話シナリオを
コントロールすることによって実現する．以下にそ
れぞれの詳細を述べる．

4.1 会話ロボット ifbot

ifbotは株式会社ビジネスデザイン研究所が開発し
た会話ロボットである．その会話シナリオはデータ

図 2: ifbotとシナリオ
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ベース（DB）内に保持され，ユーザの会話から条件
語を見つけるとシナリオ開始や条件分岐を行う．
図 2の例では赤文字が条件語であり，ユーザが「こ

んにちわ」と言うとシナリオが起動し「１」の内容
を発話し，それに対する返答によってシナリオの分
岐先が決定する．また，DBはシナリオ内で利用可
能な変数データを持ち，書き換えることで会話内容
に変化を加える．

4.2 操作用パッド

Web情報を会話シナリオで利用するために，３つ
の操作用パッドを ifbot の API を用いて開発した．
ScenarioCheckPad は特定のシナリオの開始を感知
し，結合先パッドの機能を制御する．NodeCheckPad
は，シナリオ分岐の進行を感知すると DB内の変数
の値を読みスロットに保持する．DataWritePadは，
スロットより入力された値を変数に代入する．これ
らのパッドとシナリオに合ったC3Sheetを結合させ
たパッドを ifbotに実装する．パッド結合のイメージ
図と実際の合成パッドは [図 3]に記載した．

図 3: パッド結合のイメージ図と合成パッド

4.3 連携方法

本フレームワークは ifbotのシナリオ進行の中で
パッドによるWebへのアクセス，変数の読み書きを
行うことで実現する．その連携は３つのステップで
行われる．

1. ScenarioCheckPad はシナリオの開始と共に，
NodeCheckPadのシナリオ進行チェック機能を
起動する．

2. ifbot はシナリオの分岐先に対応した検索キー
ワードを変数$Attr1に代入する．シナリオの進
行を感知した NodeCheckPadは$Attr1を読み
込み，結合先の C3Sheetに入力する．

3. Webアクセスの結果をDataWritePadによって
変数$Rsltに代入し，最後に$Rsltを用いた会話
を ifbotが行う．

5 天気予報シナリオ
ここではフレームワークの適用事例として天気予

報シナリオを取り上げた．準備として天気シナリオ
と変数$CITY，$WEATHERを作成しておく．

まず，天気シナリオが開始されると Scenari-
oCheckPadはNodeCheckPadの機能を起動する．シ
ナリオの最初の分岐である『どこの天気が知りたい
ですか？』という ifbotの問いかけに対して，ユー
ザが読み上げた地名（今回は札幌）を分岐条件とし
てシナリオを進め，その地名は$CITY に代入され
る．すると NodeCheckPadは自動的に$CITYの値
を読み込み，図 1にて作成したC3Sheetに入力する．
C3SheetはWebアクセスの結果をDataWritePadに
送ることで，予報情報が変数$WEATHERに代入さ
れる．最後に ifbotが２つの変数の値を取り入れた
会話を行う事により『「札幌」の明日の天気は「晴
れ」です！』という天気予報Webページの情報を取
り入れた会話を行うことが可能となる．

図 4: 天気予報シナリオの例

6 おわりに
本論文では，Web上に存在する情報を利用したロ
ボットの会話を実現するためのフレームワークを提
案した．パッドを組み替えることによりさまざまな
Web情報を会話に取り入れられるため，ユーザは簡
単に会話シナリオにWeb上の情報を取り入れること
が出来る．
今後の展望としては，ロボットが持つさまざまな
情報やインターフェイスをWeb上にアップロードす
ることで，本フレームワークを複数ロボット同士の
連携技術にも利用出来ると考えている．
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